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警
鐘
の
「
蓬
莱
曲
」
と
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
及
び
謡
曲
「
皇
帝
」楊

穎

一
　
は
じ
め
に

　
透
谷
の
思
想
的
・
文
学
的
な
発
想
に
つ
い
て
は
、
西
洋
の
思
想
・
文
学
と
の

関
連
は
か
な
り
解
明
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
古
典
文
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
は

ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
点
が
多
い
。
「
蓬
莱
」
は
中
国
の
伝
説
に
出
て
く
る

不
老
不
死
の
地
と
さ
れ
る
霊
山
で
あ
る
。
佐
藤
善
也
の
「
蓬
莱
曲
」
注
釈
に
は

陶
夕
明
「
帰
去
来
辞
」
、
「
史
記
」
、
曹
植
「
洛
神
霊
」
等
と
の
連
想
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
注
一
）
。
本
論
で
は
、
「
蓬
莱
曲
」
と
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
お
よ
び

「
琵
琶
行
」
と
の
関
連
、
ま
た
謡
曲
「
楊
貴
妃
」
お
よ
び
「
皇
帝
」
と
の
関
連

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

二
　
透
谷
の
漢
学
の
素
養

　
富
谷
は
明
治
六
年
（
数
え
年
六
歳
）
か
ら
十
一
年
ま
で
、
郷
里
の
小
田
原
に

お
い
て
、
祖
父
と
継
祖
母
の
も
と
で
育
っ
た
。
祖
父
は
文
化
十
二
年
（
一
八
一

五
年
）
の
生
ま
れ
で
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
年
）
に
残
し
た
小
田
原
藩
医

で
あ
っ
た
。
士
族
（
注
二
）
に
属
す
る
。
「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
」
（
一
八
八
七
年

八
月
十
八
日
）
に
は
「
生
の
祖
父
は
凡
そ
世
に
め
づ
ら
し
き
厳
格
の
人
」
（
注
三
）

と
も
あ
る
。
桜
井
明
石
「
透
谷
子
を
追
懐
す
」
中
の
透
谷
の
直
話
で
は
父
親
は

「
官
途
か
ら
退
い
た
の
ち
は
従
来
愛
読
し
た
漢
籍
其
他
書
物
と
い
ふ
書
物
は
一

括
し
て
閣
上
に
積
み
置
い
て
、
蛇
管
紙
以
外
一
切
読
書
と
い
ふ
こ
と
は
し
な
い

人
」
（
注
四
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
幼
少
期
、
藩
医
で
あ
っ
た
祖
父
の
膝

下
に
あ
っ
た
と
き
も
、
そ
の
後
父
母
と
同
居
し
て
い
た
と
き
も
、
あ
る
程
度
漢

学
を
修
め
た
こ
と
が
、
十
分
想
像
さ
れ
る
。
透
谷
は
士
族
の
子
弟
と
し
て
漢
籍

と
縁
の
あ
る
育
ち
方
を
し
た
の
で
あ
る
（
注
五
）
。

　
透
谷
の
明
治
二
十
年
の
「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
」
（
一
八
八
七
年
八
月
十
八
日
）

に
「
其
頃
生
の
最
も
好
み
た
る
小
説
は
楠
公
三
代
記
、
漢
楚
軍
談
、
三
国
志
等

に
し
て
、
日
夜
是
等
の
小
説
を
手
離
す
事
能
は
ざ
り
し
程
な
り
し
」
（
注
六
）
と

あ
る
。
中
国
で
誰
で
も
知
っ
て
い
る
有
名
な
歴
史
物
語
で
あ
る
「
漢
楚
軍
談
」

「
三
国
志
」
は
当
時
の
日
本
人
に
流
布
し
て
い
た
が
、
透
谷
も
愛
読
し
た
の
で

あ
る
。

　
透
谷
は
明
治
十
五
年
、
泰
明
小
学
校
を
卒
業
し
た
。
後
年
の
「
石
坂
ミ
ナ
宛

書
簡
」
（
一
八
八
七
年
八
月
十
入
日
）
に
「
同
十
五
年
は
生
を
し
て
殆
ど
憤
死
せ

し
む
べ
き
程
の
一
年
な
り
、
其
第
二
着
は
、
生
が
新
に
入
学
し
た
る
岡
千
偲
の

私
塾
は
実
に
生
を
し
て
不
愉
快
に
堪
へ
ざ
ら
し
め
た
り
」
（
注
七
）
と
あ
る
。
そ

の
後
、
山
梨
県
南
巨
摩
郡
睦
合
村
南
部
に
あ
っ
た
近
藤
喜
則
経
営
の
基
督
教
主

義
を
加
味
し
た
英
・
漢
・
数
の
私
塾
蒙
軒
学
社
に
入
っ
た
。
翌
明
治
十
六
年
九

月
、
透
谷
は
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
の
前
身
）
の
政
治
科
に
入
り
、
こ

の
頃
、
「
（
和
漢
文
学
）
の
文
章
規
範
、
八
家
文
、
史
記
」
「
（
作
文
）
の
和
漢
作

文
」
な
ど
を
多
少
履
修
し
た
と
柳
田
泉
の
「
透
谷
傳
の
一
節
」
に
あ
る
（
注
八
）
。

授
業
に
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
が
、
図
書
室
で
政
治
学
、
社
会
学
、
歴
史
の
英
書
、

和
漢
書
を
読
み
漁
っ
た
ら
し
い
。
「
生
は
常
に
学
問
の
仕
方
は
自
ら
脩
め
自
ら
窮

む
る
禅
宗
臭
い
説
を
持
ち
居
け
り
、
量
れ
ば
、
学
校
に
在
り
て
も
教
科
書
を
し

ら
べ
ん
よ
り
は
数
多
の
書
史
に
渉
猟
す
る
こ
そ
面
白
し
と
、
日
々
書
籍
室
に
入

り
て
漸
く
霧
を
慰
め
暴
け
り
」
（
注
九
）
と
あ
る
。
こ
の
時
期
の
至
徳
の
読
書
範

囲
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
楠
公
三
代
記
、
七
一
軍
談
、
三
国
志
等
」
の
英
雄
小
説
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の
レ
ベ
ル
の
枠
を
越
え
出
て
、
伝
習
録
、
韓
非
子
、
荘
子
な
ど
の
中
国
の
思
想

家
の
本
に
ま
で
も
及
ん
だ
。

　
ま
た
、
明
治
十
五
年
秋
か
ら
明
治
十
六
年
春
に
か
け
て
大
矢
正
夫
を
知
り
、

の
ち
竜
子
秋
山
国
太
郎
を
も
知
っ
た
。
大
矢
正
夫
と
秋
山
国
太
郎
は
民
権
家
の

中
で
玉
響
が
も
っ
と
も
親
交
を
結
び
、
生
涯
忘
れ
難
い
記
憶
を
抱
く
に
い
た
っ

た
二
人
の
人
間
で
あ
る
。
後
年
の
「
三
日
幻
境
」
に
は
「
は
じ
め
て
こ
の
幻
鏡

に
入
り
し
時
、
蒼
海
は
一
田
家
に
寄
寓
せ
り
、
再
び
往
き
し
時
に
、
彼
は
一
騎

人
の
家
に
適
せ
り
、
我
を
駐
め
て
共
に
居
ら
し
め
、
我
を
酔
は
し
む
る
に
濁
酒

あ
り
…
：
・
我
を
し
て
我
疎
狂
を
知
る
は
濁
り
彼
の
み
、
と
の
歎
を
発
せ
し
め
ぬ
。

お
も
む
ろ
に
庭
樹
を
鰍
め
て
奇
書
を
吐
か
ん
と
す
る
も
の
は
皇
家
の
老
婆
人
、

剣
を
撫
し
時
事
を
慨
ふ
る
も
の
は
蒼
海
、
天
を
仰
ぎ
流
星
を
数
ふ
る
も
の
は
我

れ
、
こ
の
三
箇
一
室
に
同
臥
同
起
し
て
、
玉
兎
幾
度
か
癖
け
、
幾
度
か
満
ち
し
」

（
注
十
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
色
川
大
吉
の
研
究
に
よ
る
と
、
透
谷
淋
川
口

村
に
最
初
に
入
っ
た
の
は
明
治
十
七
年
七
月
二
十
四
目
で
、
大
矢
正
夫
が
秋
山

（
梅
太
郎
か
）
家
に
寄
寓
し
て
い
た
。
二
度
目
に
入
っ
た
の
は
明
治
十
七
年
十

一
月
で
、
大
矢
正
夫
が
隣
家
の
秋
山
国
太
郎
家
に
寄
寓
し
て
い
た
。
三
度
目
に

行
っ
た
の
は
明
治
十
八
年
十
年
忌
、
大
矢
正
夫
に
別
れ
を
告
げ
に
い
っ
た
時
の

こ
と
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
十
一
）
。
特
に
二
回
目
（
明
治
十
七
年

十
一
月
十
五
日
）
は
「
透
谷
が
公
歴
ら
の
読
書
会
に
姿
を
あ
ら
わ
す
。
こ
の
後

か
、
透
谷
、
上
川
ロ
村
に
大
矢
を
訪
ね
、
秋
山
国
太
郎
宅
で
翌
年
春
ご
ろ
ま
で

起
居
を
共
に
す
る
」
（
注
十
二
）
。
「
透
谷
の
一
番
心
を
開
い
て
行
っ
て
居
ま
し
た

友
人
は
大
矢
正
夫
さ
ん
と
い
う
方
で
し
た
」
（
三
十
三
）
と
美
那
子
の
回
想
に
あ

る
通
り
、
当
時
の
透
谷
は
大
矢
正
夫
と
一
番
親
し
か
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
何

ヶ
月
に
も
わ
た
っ
て
大
矢
正
夫
と
一
緒
に
居
た
時
に
、
お
そ
ら
く
色
々
な
話
を

し
、
漢
文
学
に
も
話
題
が
及
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。
後
年
の
透
谷
の
妻
・
ミ
ナ

の
回
想
に
も
「
其
の
頃
（
大
矢
正
夫
と
交
友
し
て
い
た
頃
一
筆
馬
事
）
は
漢

詩
を
作
っ
た
学
ん
で
も
大
矢
さ
ん
の
話
に
依
る
と
一
ヶ
月
に
三
千
首
も
作
る
。

而
も
奇
妙
な
詩
句
を
並
べ
て
あ
る
の
で
大
矢
さ
ん
に
は
料
ら
な
か
っ
た
「
お
い

北
村
覧
れ
は
何
だ
、
ち
っ
と
も
判
ら
な
い
ぢ
や
な
い
か
と
云
は
れ
る
と
「
も
う

少
し
勉
強
す
る
さ
」
と
済
し
た
も
の
で
す
」
（
注
十
四
）
と
あ
る
。

　
大
矢
正
夫
の
漢
学
の
知
識
は
、
ほ
と
ん
ど
「
恩
師
に
し
て
救
命
の
主
」
だ
と

さ
れ
る
相
摸
原
の
開
拓
の
祖
の
長
男
孝
之
助
か
ら
授
け
ら
れ
た
。
彼
は
「
毎
夕

正
夫
の
為
に
漢
籍
を
講
授
し
、
詩
文
を
調
解
す
る
を
以
て
、
唯
一
の
楽
と
為
す
」

（
注
十
五
）
と
大
矢
の
自
筆
し
た
「
大
矢
正
夫
自
徐
傳
」
に
回
想
さ
れ
て
い
る
。

後
年
、
獄
中
で
数
百
首
の
漢
詩
を
制
作
し
て
い
る
（
注
十
六
）
。

　
数
え
年
十
六
歳
の
自
分
の
肖
像
写
真
の
箱
の
蓋
に
透
谷
の
最
初
の
漢
詩
文
二

首
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
世
途
困
難
復
奨
疑

名
垂

　
自
笑
身
世
一
垂
流

神
州
（
注
十
七
）

志
存
濟
時
望
不
轟
　
三
寸
筐
裡
蓄
眞
影
　
何
論
青
史
姓

生
死
窮
榮
何
必
憂
　
匠
々
丹
心
堅
雪
石
　
一
鞭
浮
足
振

　
壮
士
風
の
慷
慨
、
政
治
的
理
想
に
托
し
た
夢
を
見
せ
る
作
品
で
あ
る
。
二
つ

目
の
漢
詩
の
起
句
は
「
問
接
に
は
『
荘
子
』
に
、
直
接
に
は
蘇
載
の
「
前
赤
壁

賦
」
の
「
寄
婬
蟻
於
天
地
　
紗
蒼
海
一
粟
」
に
も
と
づ
い
た
発
想
で
あ
ろ
う
」

（
注
十
八
）
と
関
良
一
が
指
摘
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
明
治
十
八
年
の
紀
行
文
「
富
士
山
遊
び
の
記
憶
」
の
中
に
五
言
と
七
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言
を
交
互
に
組
み
合
わ
せ
た
変
体
的
な
漢
詩
が
三
首
あ
る
。
特
に
、
二
番
自
の

漢
詩
の
、
蓬
莱
山
に
登
っ
て
夢
に
女
神
に
会
い
、
そ
こ
で
神
が
奇
薬
を
整
え
る

と
い
う
く
だ
り
は
「
東
洋
的
な
神
仙
思
想
の
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、
幻
想
的
な
作

品
で
あ
る
。
（
中
略
）
女
神
と
と
も
に
曇
問
よ
り
下
界
を
見
る
と
い
う
愚
案
は
白

居
易
の
「
長
恨
歌
」
を
連
想
さ
せ
る
」
（
注
十
九
）
と
の
指
摘
が
あ
る
。

　
透
谷
の
作
品
に
は
中
国
古
典
の
人
物
名
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
白
楽
天
、

陶
淵
明
、
高
青
郵
の
よ
う
な
詩
人
や
、
岳
飛
、
張
巡
、
項
羽
、
聖
王
な
ど
の
軍

事
家
、
ま
た
孔
子
、
孟
子
、
韓
非
子
、
老
子
、
王
陽
明
な
ど
の
思
想
家
の
名
前

も
見
え
る
。
難
論
の
漢
学
の
素
養
を
裏
付
け
る
一
面
で
あ
る
。

三
、
「
蓬
莱
曲
」
と
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
お
よ
び
「
琵
琶
行
」

　
「
長
恨
歌
」
は
唐
の
玄
宗
皇
帝
の
、
愛
人
楊
貴
妃
に
た
い
す
る
長
恨
、
即
ち

い
つ
い
つ
ま
で
も
尽
き
な
い
恋
め
恨
み
を
歌
っ
た
詩
で
あ
る
。
全
百
二
十
句
、

八
百
四
十
字
か
ら
成
る
長
編
で
あ
り
、
叙
事
詩
の
体
裁
で
歌
わ
れ
、
死
後
の
世

界
に
ま
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
作
品
で
あ
る
。
制
作
時
は
憲

宗
皇
帝
の
元
称
元
年
（
八
〇
六
）
、
時
に
詩
人
は
三
十
五
歳
、
長
安
の
西
郊
・
屋

県
の
地
方
事
務
官
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
元
和
十
年
（
八
一
五
）
白
楽
天
は
宰

相
に
さ
か
ら
っ
た
た
め
、
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
の
秋
、
友
人

の
船
出
を
濡
浦
口
に
見
送
っ
た
時
、
月
白
く
風
清
き
夕
べ
、
舟
中
で
琵
琶
を
奏

で
る
者
が
い
る
。
そ
の
音
色
は
高
く
澄
ん
で
、
都
長
安
ぶ
り
の
調
べ
で
あ
る
。

そ
の
人
の
お
い
た
ち
を
聞
い
て
み
る
と
、
も
と
は
長
安
の
名
だ
た
る
歌
姫
で
、

そ
の
昔
、
琵
琶
を
穆
・
曹
と
い
う
二
人
の
師
匠
に
学
ん
だ
が
、
年
と
と
も
に
、

色
香
も
衰
え
た
の
で
、
商
人
の
妻
と
し
て
身
請
け
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
再
び
酒
を
注
文
し
て
宴
を
開
き
、
快
く
徳
島
を
弾
か
せ
て
み
た
。
弾
き

終
わ
っ
て
か
ら
、
衰
え
た
様
子
で
、
若
い
時
代
の
お
も
し
ろ
か
っ
た
こ
と
な
ど

を
語
り
、
そ
れ
に
引
き
換
え
、
今
は
落
ち
ぶ
れ
て
田
舎
を
さ
す
ら
っ
て
い
る
身

の
上
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
長
句
の
歌
を
作
り
、
こ
れ
を
琵
琶
引
き
の
女
に

贈
っ
た
と
い
う
し
だ
い
で
、
全
六
百
十
六
語
か
ら
成
り
、
題
名
を
「
琵
琶
行
」

と
い
う
。

　
一
方
、
透
谷
の
「
蓬
莱
曲
」
は
舞
台
が
蓬
莱
山
で
、
「
序
」
、
三
無
岩
場
と
「
別

篇
」
（
慈
航
湖
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
蓬
莱
曲
」
を
完
成
す
る
前
、
明
治
二
十
三
年
十
月
二
十
二
日
の
日
記
に
、

透
谷
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
「
楊
貴
翰
」
、
わ
れ
支
那
歴
史
的
エ
ピ
ッ

ク
又
は
ド
ラ
マ
を
作
り
て
白
楽
天
を
泣
か
し
む
べ
し
」
（
注
二
十
）
。
佐
藤
善
也

に
よ
る
と
、
「
「
長
恨
歌
」
全
文
の
書
写
も
現
存
し
、
関
心
が
深
か
っ
た
」
（
注
二

十
一
）
。

　
「
蓬
莱
曲
」
が
「
長
恨
歌
」
と
「
琵
琶
行
」
か
ら
着
想
さ
れ
た
と
思
わ
せ
る

主
な
部
分
は
柳
田
素
雄
と
仙
姫
に
か
か
わ
る
く
だ
り
で
あ
る
。
仙
姫
は
柳
田
素

雄
の
亡
く
な
っ
た
恋
人
の
分
身
と
し
て
登
場
す
る
。
特
に
第
二
齢
第
一
場
で
は
、

蓬
莱
山
頂
を
仰
い
だ
柳
田
素
雄
が
琵
琶
を
か
き
鳴
ら
し
な
が
ら
歌
っ
て
い
る
。

や
が
て
、
空
中
か
ら
そ
れ
に
和
し
た
仙
姫
の
声
が
き
こ
え
、
仙
姫
が
二
頭
の
鹿

を
連
れ
て
現
れ
、
素
雄
の
前
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
。
彼
は
そ
れ
を
死
ん
だ

恋
人
の
露
姫
だ
と
思
い
誤
り
、
琵
琶
を
捨
て
て
彼
女
の
方
へ
駆
け
寄
り
、
再
会

を
よ
ろ
こ
ん
で
話
し
か
け
る
と
、
声
ま
で
露
姫
に
そ
っ
く
り
な
の
で
、
彼
は
狂

喜
す
る
。
や
が
て
、
仙
童
雪
丸
が
姫
を
探
し
に
来
る
。
彼
女
が
仙
童
を
つ
れ
て

消
え
て
ゆ
く
。
彼
は
恋
人
露
姫
の
幻
に
欺
か
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
第
二
場
で
、

蓬
莱
山
の
道
士
（
鶴
翁
）
と
の
会
話
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
「
琵
琶
」
の
作
用

に
よ
っ
て
現
実
認
識
が
よ
み
が
え
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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佐
藤
善
也
の
注
釈
に
「
仙
姫
は
仙
女
。
山
を
守
る
女
神
だ
が
、
か
つ
て
現
実

世
界
に
存
在
し
、
今
は
仙
女
に
な
っ
た
露
姫
は
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
に
お
け

る
楊
貴
妃
に
相
当
す
る
」
（
注
二
十
二
V
と
あ
り
、
ま
た
桶
谷
秀
昭
も
「
蓬
莱
山

と
い
う
場
面
設
定
に
は
古
く
か
ら
の
伝
統
的
な
イ
メ
イ
ジ
が
つ
き
ま
と
っ
て
い

る
。
海
上
の
霧
山
、
不
老
不
死
の
仙
界
で
あ
っ
て
、
透
谷
が
こ
の
劇
詩
を
作
る

の
に
参
照
に
、
そ
の
部
分
的
イ
メ
イ
ジ
を
借
用
し
た
白
楽
天
『
長
恨
歌
』
や
謡

曲
『
楊
貴
妃
』
に
も
、
そ
れ
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
」
（
注
二
十
三
）
と
指
摘
し
て

い
る
。

　
「
蓬
莱
曲
」
と
「
長
恨
歌
」
お
よ
び
「
琵
琶
行
」
が
関
係
す
る
箇
所
を
ま
と

め
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
（
前
句
は
「
蓬
莱
曲
」
か
ら
の
引
用
と
し
、

後
句
は
「
長
恨
歌
」
「
琵
琶
行
」
か
ら
の
引
用
と
す
る
。
「
長
恨
歌
」
を
「
長
」

に
し
、
「
琵
琶
行
」
を
「
琵
」
と
略
記
す
る
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
）

①
「
ひ
と
り
山
の
、
眠
り
の
成
ら
・
日
の
・
に
、
覚
め
な
が
ら
切
歯
る
苦
悩
」

　
　
〈
注
二
十
四
）

「
長
」
「
夕
殿
螢
飛
思
情
然
　
　
’
拶
蓋
　
成
員
」
（
注
二
十
五
）
（
夜
の
御
殿
に

と
び
こ
う
螢
を
見
て
は
、
し
ょ
ん
ぼ
り
心
細
い
物
思
い
。
わ
び
し
い
一
つ
の
灯

明
を
か
き
た
て
か
き
た
て
、
か
き
た
て
つ
く
し
て
も
、
な
お
寝
付
か
れ
な
い
。
）

②
「
起
き
出
で
》
こ
の
琵
琶
を
取
り
上
げ
、
則
刺
と
揚
げ
て
弾
け
ば
、
陰
る
》

　
悲
湧
上
り
　
糟
々
と
抑
へ
て
ひ
け
ば
重
ね
積
る
憂
は
消
ゆ
」
（
注
二
十
六
）

「
琵
」
「
大
毒
噛
噌
如
急
雨
　
小
婦
刎
劉
如
私
語
　
罪
悪
切
切
錯
雑
弾
　
大
珠
小

珠
落
玉
盤
」
（
大
絃
は
嗜
噌
と
せ
わ
し
く
、
ま
る
で
夕
立
の
よ
う
だ
し
、
小
絃
は

切
切
と
細
く
つ
ま
っ
て
、
耳
元
で
さ
さ
や
く
こ
と
ば
の
よ
う
で
あ
る
。
噌
噌
の

声
と
切
切
の
声
と
が
入
り
混
じ
っ
て
弾
か
れ
る
と
、
大
き
な
、
ま
た
小
さ
な
真

珠
の
粒
が
カ
ラ
カ
ラ
、
サ
ラ
サ
ラ
と
硬
玉
の
さ
ら
の
上
に
落
ち
る
か
の
よ
う
だ
。
）

③
「
こ
の
琵
琶
よ
！
こ
の
琵
琶
よ
！
夜
鴉
苦
し
く
枯
枝
に
叫
ぶ
夜
半
も
、
嘲

　
劃
爲
窓
を
掠
め
て
飛
ぶ
行
く
時
も
」
（
注
二
十
七
）

「
琵
」
「
其
間
旦
暮
聞
何
物
　
奉
鴎
疇
　
猿
哀
膿
」
（
こ
こ
の
明
け
暮
れ
に
聞
こ

え
る
も
の
は
と
い
え
ば
、
血
を
吐
い
て
泣
く
誓
言
と
、
か
な
し
げ
に
泣
く
猿
の

声
ば
か
り
。
）

④
「
こ
の
人
の
調
べ
や
ら
ん
、
先
に
聞
し
琵
琶
の
天
高
く
鴫
り
り
て
、
彼

　
所
の
家
の
わ
が
住
を
迷
ひ
出
で
ン
こ
の
原
に
君
に
逢
ふ
か
な
」
（
注
二
十
八
）

「
琵
」
「
轄
軸
擾
絃
三
丙
聲
　
，
成
曲
諾
先
　
情
」
（
や
淋
て
女
は
音
じ
め
を
し

て
、
バ
チ
で
絃
を
は
ら
っ
て
た
て
た
二
声
三
声
。
そ
れ
は
ま
だ
メ
ロ
デ
ィ
に
な

り
き
っ
て
い
な
い
さ
き
か
ら
、
は
や
感
情
が
こ
も
っ
て
い
る
。
）

⑤
「
否
、
否
、
否
、
汝
は
破
ら
じ
が
の
る
》
に
任
せ
な
ん
」
（
注
二

　
十
九
）

「
長
」
「
行
宮
見
月
傷
心
色
　
夜
雨
聞
鈴
闘
腸
管
」
（
行
宮
で
み
る
月
の
色
に
、

み
か
ど
の
心
は
感
傷
的
と
な
り
、
夜
雨
の
中
に
聞
こ
え
て
く
る
鈴
の
音
は
帝
の

耳
に
腸
を
断
ち
切
る
よ
う
に
鳴
る
。
）

⑥
「
浮
世
の
旅
の
修
行
の
問
を
、
し
ば
し
は
離
れ
憎
く
と
も
い
つ
か
は
元
の

　
鋼
翼
の
空
、
高
砂
の
尾
上
の
松
を
下
に
見
て
　
響
と
思
ひ
き

　
　
に
、
げ
に
つ
れ
な
き
別
れ
な
り
し
」
（
注
三
十
）

「
長
」
「
在
天
操
作
比
翼
鳥
　
在
地
願
為
翻
」
（
天
上
に
あ
っ
て
は
、
翼
の

く
っ
つ
き
あ
っ
た
鳥
、
地
上
に
あ
っ
て
は
、
幹
は
二
本
で
も
枝
の
く
っ
つ
い
た

木
に
な
ろ
う
ね
、
と
。
）

⑦
「
堅
く
結
べ
る
其
の
花
の
口
元
に
は
、
時
代
を
し
知
ら
ぬ
春
含
み
、
其

　
　
唇
頭
に
は
し
の
｝
め
、
高
き
雲
を
迷
は
せ
り
、
黄
金
の
か
た
き
も
い
か
で

　
　
か
は
、
其
の
暖
か
き
吐
気
に
會
ふ
て
解
け
ざ
ら
ん
。
緩
く
は
握
れ
ど
、
き
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み
が
掌
中
に
は
、
蓋
ぬ
終
ら
ぬ
平
和
と
至
善
、
か
た
く
は
閉
つ
れ
ど
き
み

　
が
眼
中
に
は
、
不
老
不
死
の
詩
歌
と
権
威
を
あ
っ
む
る
と
そ
見
ゆ
る
」
（
注

　
三
十
一
）

「
長
」
「
申
有
一
入
字
玉
真
　
雪
膚
花
貌
参
差
是
　
金
翼
長
廟
叩
玉
局
　
轄
教
小

玉
三
差
成
　
聞
道
漢
家
天
子
使
　
九
華
帳
裏
夢
魂
驚
　
撹
衣
推
枕
起
俳
掴
　
珠

箔
銀
屏
逡
吉
開
　
雲
髪
半
信
新
睡
覚
　
花
冠
不
整
下
堂
來
　
風
吹
仙
挟
瓢
翻
畢

猶
要
覧
裳
羽
衣
舞
　
玉
容
寂
實
涙
關
干
　
梨
花
一
枝
春
帯
雨
　
含
蓄
凝
騰
謝
君

王
　
一
別
音
容
爾
紗
荘
　
昭
陽
懐
乱
恩
愛
絶
　
蓬
莱
宮
中
日
月
長
　
緊
緊
下
望

人
簑
虚
　
不
舌
長
安
見
塵
霧
　
二
叉
蓋
物
表
深
情
　
釧
合
金
叙
寄
將
去
　
銀
留

一
股
合
一
扇
　
銀
着
黄
金
合
分
釦
　
三
教
心
似
金
錨
堅
　
天
上
人
間
会
相
見
」

（
と
く
に
耳
よ
り
な
の
は
そ
れ
ら
の
中
に
太
真
と
呼
ば
れ
る
仙
女
が
い
る
と
の

よ
し
。
肌
は
雪
の
よ
う
に
白
く
、
顔
は
花
の
よ
う
に
美
し
い
と
い
え
ば
、
こ
れ

こ
そ
、
捜
し
求
め
る
人
ら
し
い
が
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
さ
て
は
と
、

仙
山
を
訪
れ
た
修
験
者
は
金
の
宮
居
の
西
の
廟
の
、
玉
で
作
っ
た
門
を
叩
き
、

で
て
き
た
小
玉
と
い
う
女
の
子
を
煩
わ
し
て
、
腰
元
の
双
成
に
取
り
次
が
し
た
。

漢
の
国
の
天
子
の
使
者
が
来
た
と
知
ら
さ
れ
た
姫
は
花
模
様
の
豪
華
な
カ
ー
テ

ン
の
中
で
、
夢
覚
め
て
ハ
ッ
と
胸
を
騒
が
し
た
。
手
に
上
衣
を
と
妙
、
枕
を
押

し
の
け
て
起
き
上
が
る
と
、
部
屋
の
中
を
行
っ
た
り
来
た
り
。
や
が
て
、
い
く

つ
も
続
く
部
屋
の
真
珠
の
す
だ
れ
、
銀
の
屏
風
が
次
々
に
開
か
れ
つ
つ
、
曇
り

な
す
髪
の
毛
を
半
ば
た
ら
し
、
今
さ
つ
き
眠
り
か
ら
覚
め
た
ば
か
り
の
姫
溺
花

の
冠
も
き
ち
ん
と
か
む
ら
ず
、
取
り
乱
し
た
か
っ
こ
う
で
、
奥
座
敷
か
ら
畠
て

き
た
。
仙
女
の
挟
は
吹
く
風
に
ひ
ら
ひ
ら
と
翻
り
、
在
り
し
日
の
寛
裳
羽
衣
の

舞
い
姿
そ
っ
く
り
。
し
か
し
、
そ
の
美
し
い
顔
は
寂
し
そ
う
で
あ
り
、
し
と
ど

に
涙
を
流
す
さ
ま
は
春
雨
に
濡
れ
そ
ぼ
つ
一
枝
の
梨
の
花
の
よ
う
。
情
を
こ
め
、

瞳
を
こ
ら
し
つ
つ
、
陛
下
に
お
礼
を
申
し
上
げ
て
言
っ
た
。
陛
下
に
お
別
れ
致

し
ま
し
て
か
ら
、
お
声
も
お
姿
も
ど
ち
ら
も
は
る
か
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

昭
陽
の
局
で
受
け
ま
し
た
御
愛
情
は
断
ち
切
ら
れ
、
こ
こ
蓬
莱
宮
の
中
に
、
長

い
長
い
月
日
が
移
ろ
い
ま
し
た
。
頭
を
振
り
向
け
て
、
下
の
方
人
間
世
界
を
望

み
ま
し
て
も
、
懐
か
し
い
長
安
は
見
え
ず
、
見
え
ま
す
の
は
一
面
に
た
ち
こ
め

る
塵
と
霞
。
外
に
は
何
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
思
い
出
の
品
を
差
し
上
げ
て
私
の

心
の
切
な
き
を
お
見
せ
し
ょ
う
ご
ざ
い
ま
す
と
、
単
手
の
小
箱
と
金
の
か
ん
ざ

し
を
使
者
に
言
付
け
た
。
そ
の
金
の
か
ん
ざ
し
は
二
つ
に
さ
き
、
螺
鋼
の
小
箱

は
ふ
た
と
み
に
は
な
し
て
、
か
ん
ざ
し
の
一
つ
と
小
箱
の
片
方
を
自
分
の
手
元

に
留
め
た
。
そ
し
て
ま
た
言
っ
た
、
こ
の
か
ん
ざ
し
の
金
の
よ
う
に
、
平
銀
の

貝
の
よ
う
に
、
二
人
の
心
が
堅
固
で
あ
り
さ
え
ず
れ
ば
、
天
上
と
人
間
、
二
つ

の
世
界
に
分
か
れ
て
い
て
も
、
き
っ
と
ま
た
会
う
日
が
あ
り
ま
し
ょ
う
と
。
）
（
注

三
十
二
）

　
「
蓬
莱
曲
」
の
、
特
に
福
田
素
雄
と
仙
姫
（
群
言
）
と
の
愛
の
く
だ
り
の
部

分
に
、
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
と
「
琵
琶
行
」
か
ら
引
用
し
た
語
句
が
時
々
見

ら
れ
る
。
語
句
の
引
用
だ
け
で
な
く
、
現
実
世
界
に
愛
す
る
女
性
が
死
後
、
仙

女
に
な
っ
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得

た
も
の
だ
と
佐
藤
善
也
が
指
摘
し
て
い
る
（
注
三
十
三
）
。
作
品
の
ス
ト
ー
り
一

が
感
心
の
当
初
の
発
想
に
あ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
、
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、

　
「
透
谷
子
漫
録
摘
集
」
（
注
三
十
四
）
に
よ
っ
て
た
ど
っ
て
み
た
い
。

同
　
廿
七
日
（
明
治
二
十
三
年
八
月
二
十
七
五
一
筆
者
注
。
以
下
、
同
様
）

東
京
に
帰
る
。
「
天
香
君
」
の
中
に
、
露
姫
を
擁
し
て
出
る
時
、
か
し
の
実
を
取

り
て
仙
人
の
く
ら
し
を
す
る
様
、
面
白
か
る
べ
し
。
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同
　
三
十
日
（
明
治
二
十
三
年
八
月
三
十
日
置

　
「
天
香
君
」
世
に
出
で
》
演
劇
詩
の
可
否
決
す
べ
し
、
然
る
後
わ
れ
こ
れ
を

わ
が
舞
台
と
せ
ん
。

　
其
終
わ
り
は
、
天
地
ひ
と
り
で
に
静
平
に
し
て
、
こ
玉
に
天
、
露
ふ
た
り
立

ち
て
祝
す
る
言
葉
に
て
終
わ
る
べ
し
。

　
其
表
紙
に
「
星
」
を
散
す
べ
し
、
其
下
に
は
琴
も
よ
か
ら
ん
。

　
二
十
七
日
の
案
に
、
「
百
千
」
と
い
う
名
前
が
初
め
て
「
天
香
君
」
に
出
て
く

る
。
「
三
十
旧
の
案
に
よ
れ
ば
、
天
地
震
動
と
い
う
場
面
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
（
中

略
）
最
終
場
面
は
神
仙
界
で
、
仙
女
と
の
交
渉
を
も
つ
こ
と
等
「
蓬
莱
曲
」
の

構
想
と
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
（
中
略
）
「
天
香
君
」
と
「
蓬
莱
曲
」
と
那
極

め
て
密
接
な
関
係
を
も
つ
て
み
る
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
」
（
注
三
十
五
）
と
笹
淵

友
一
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
透
谷
の
三
十
日
の
案
の
結
末
は
「
蓬
莱
曲
」
の
結

末
と
は
違
い
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
。

同
　
九
月
（
明
治
二
十
三
年
九
月
九
目
）

　
「
初
恋
心
」
忘
る
な
よ
、
一
篇
の
詩
と
な
す
こ
と
を
。
「
新
蓬
莱
」
な
る
も
の

書
き
始
め
た
り
。
（
中
略
）

　
業
平
朝
臣
の
曾
て
あ
り
し
如
し
、
大
紳
宮
に
て
某
女
と
或
男
の
愛
せ
し
こ
と

を
昔
に
な
り
て
作
り
な
ば
興
あ
ら
ん
。

　
「
新
蓬
莱
」
は
恐
ら
く
「
蓬
莱
曲
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
新
蓬
莱
」

は
業
平
の
「
伊
勢
物
語
」
中
の
大
神
宮
に
お
け
る
男
女
の
恋
愛
（
注
三
十
六
）

の
よ
う
な
も
の
を
頭
に
描
い
た
よ
う
だ
。

同
　
十
五
日
（
明
治
二
十
三
年
十
月
十
五
E
）

　
「
蓬
莱
曲
」
は
余
が
最
初
の
作
と
し
て
出
づ
べ
し
。
彼
の
山
姫
が
前
に
出
で
玉
、

自
ら
の
世
に
あ
り
て
の
面
白
さ
を
談
り
、
姫
は
其
勇
気
を
ほ
む
れ
ど
、
な
ほ
彼

を
も
て
弔
問
と
な
し
、
其
恋
心
を
悟
ら
ず
、
人
間
を
そ
し
る
べ
し
。

　
「
蓬
莱
曲
」
の
結
末
の
執
筆
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
淋
分
か
る
。
姫
の

目
の
前
の
彼
は
「
人
間
と
な
し
」
と
い
う
一
句
を
見
る
と
、
山
姫
は
九
月
九
旧

の
案
の
中
で
は
現
実
の
女
性
で
あ
っ
た
が
、
十
月
十
五
日
の
案
で
は
、
神
仙
界

の
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
　
二
十
日
（
明
治
二
十
三
年
十
月
二
十
β
）

　
恋
し
ら
ず
姫
は
到
底
「
蓬
莱
曲
」
に
写
し
が
た
け
れ
ば
（
短
期
も
の
故
）
、
更

に
「
恋
し
ら
ず
」
な
る
散
文
を
書
く
べ
し
。
劉
ち
田
舎
の
景
に
し
て
、
一
公
子

が
さ
ま
よ
ひ
行
き
て
恋
す
る
さ
ま
を
ゑ
が
く
べ
し
。
い
ろ
ノ
＼
恋
わ
び
つ
る
こ

と
を
も
。

　
「
恋
し
ら
ず
」
姫
に
つ
い
て
は
「
蓬
莱
曲
」
に
書
き
こ
む
の
が
難
し
く
て
も
、

捨
て
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
気
持
ち
が
読
み
取
れ
る
。
「
散
文
を
書
」
こ
う
と
透
谷

は
考
え
た
が
、
「
蓬
莱
曲
」
に
は
意
外
に
、
素
雄
が
仙
姫
、
つ
ま
り
「
恋
し
ら
ず
」

姫
を
嘗
て
の
愛
人
露
姫
と
見
る
描
写
が
残
さ
れ
た
。
二
十
爲
以
後
、
お
そ
ら
く

侮
か
ヒ
ン
ト
を
得
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
十
月
二
十
二
日
の
月
記
（
「
「
楊
貴
妃
」
、

わ
れ
支
那
歴
史
的
エ
ピ
ッ
ク
又
は
ド
ラ
マ
を
作
り
て
白
楽
天
を
泣
か
し
む
べ

し
」
）
に
よ
る
と
、
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
の
中
の
ス
ト
ー
り
一
（
注
三
十
七
）

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
、
素
雄
の
愛
人
露
姫
が
死
ん
だ
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後
、
仙
姫
に
な
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
恋
愛
ス
ト
ー

り
一
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
愛
人
演
仙
女
に
な
っ
た
後
、

過
去
の
こ
と
を
忘
れ
、
元
の
彼
さ
え
も
知
ら
な
い
と
い
う
部
分
に
は
明
治
二
十

三
年
十
月
二
十
日
の
案
（
「
恋
し
ら
ず
」
姫
）
を
入
れ
た
ら
し
い
工
夫
が
見
え
る
。

仙
姫
が
前
世
の
恋
愛
を
憶
え
て
い
な
い
と
い
う
点
で
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
の

恋
愛
よ
り
も
悲
惨
で
あ
る
と
言
え
る
（
注
三
十
入
）
。

四
、
「
蓬
莱
曲
」
と
謡
曲
「
楊
貴
妃
」
、
「
皇
帝
」

　
以
上
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
「
蓬
莱
曲
」
と
白
楽
天
「
長
恨
歌
」
、
「
琵
琶

行
」
と
の
類
似
箇
所
を
整
理
し
、
現
実
世
界
に
お
い
て
愛
し
て
い
た
女
性
が
死

後
、
仙
女
に
な
っ
た
と
い
う
ス
ト
ー
り
一
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　
一
方
、
「
透
谷
子
漫
録
序
盤
」
二
十
三
年
の
八
月
十
四
旧
の
条
に
「
う
た
ひ
稽

古
始
め
た
り
」
（
注
三
十
九
）
と
あ
る
。
こ
の
時
期
か
ら
透
谷
は
謡
曲
に
関
心
を

持
ち
始
め
て
い
た
よ
う
だ
。
明
治
二
十
五
年
三
月
十
二
冒
の
日
記
に
「
余
は
芝

神
明
町
一
番
地
な
る
高
田
与
五
郎
と
い
ふ
人
を
訪
ふ
、
同
氏
は
元
と
吾
父
な
ど

同
僚
の
官
人
な
り
し
が
、
去
歳
よ
り
ひ
ま
に
成
り
た
る
な
り
、
能
楽
の
事
に
堪

能
な
り
と
の
事
な
れ
ば
、
山
内
氏
の
紹
介
を
経
て
訪
ね
た
り
」
（
注
西
十
）
と
も

あ
る
。
松
田
存
は
そ
れ
に
つ
い
て
「
父
（
快
蔵
）
の
同
僚
高
田
与
五
郎
か
ら
能

楽
に
対
す
る
知
識
を
得
た
ら
し
い
」
（
注
四
十
一
）
と
推
測
し
て
い
る
。
さ
ら
に

透
谷
は
、
「
徳
川
氏
時
代
の
平
民
的
思
想
」
（
注
四
十
二
）
で
能
楽
の
所
見
を
通

じ
て
武
士
と
平
民
と
の
趣
味
の
違
い
を
説
明
し
て
い
る
。
「
他
界
に
対
す
る
観
念
」

（
注
四
十
三
）
に
も
「
複
式
夢
幻
能
に
つ
い
て
含
蓄
の
あ
る
所
見
を
の
べ
て
い

る
。
そ
し
て
（
中
略
）
彼
独
自
の
文
学
史
観
を
開
陳
」
し
て
い
る
と
松
田
存
が

指
摘
し
て
い
る
。

　
「
蓬
莱
曲
」
と
謡
曲
と
の
関
連
は
従
来
し
ば
し
ば
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
「
『
蓬

莱
曲
』
の
成
立
の
過
程
を
辿
っ
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
『
蓬
莱
曲
』
に
本
来

神
仙
諄
と
し
て
の
色
彩
が
極
め
て
濃
厚
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
構
成
は

劇
中
夢
を
も
つ
一
段
劇
能
に
倣
っ
て
み
た
と
考
へ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
」
（
注
四

十
四
）
と
笹
淵
友
一
が
述
べ
て
お
り
、
関
良
一
も
「
蓬
莱
曲
」
に
関
係
し
た
も

の
と
し
て
謡
曲
の
「
長
恨
歌
」
「
琵
琶
行
」
を
あ
げ
、
「
全
体
の
構
想
が
い
わ
ゆ

る
複
式
夢
幻
能
式
で
、
（
中
略
）
ま
た
佃
々
の
謡
曲
に
つ
い
て
い
え
ば
、
『
竹
生

島
』
だ
け
で
な
く
、
脇
能
の
『
高
砂
』
『
富
士
山
』
『
江
島
』
な
ど
に
も
似
て
お

り
、
も
ち
ろ
ん
『
羽
衣
』
に
も
似
て
い
る
」
（
注
四
十
五
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
橋
詰
静
子
は
複
式
夢
幻
能
や
オ
ル
ペ
ウ
ス
神
話
と
の
関
連
に
お
い
て
、

「
蓬
莱
曲
」
と
そ
の
別
篇
を
論
じ
、
複
式
夢
幻
能
と
し
て
『
求
塚
』
や
『
谷
行
』

の
例
を
あ
げ
て
、
「
透
湿
の
血
脈
の
な
か
に
は
能
の
こ
の
霊
を
呼
び
出
し
蘇
ら
せ
、

彼
岸
に
鬼
神
の
力
を
借
り
て
ほ
し
い
ま
ま
に
往
き
来
す
る
日
本
芸
術
の
形
式
が

生
き
て
働
い
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
ま
た
が
れ
ば
後
シ
テ
と
し
て
正
体
を
現
し

た
霊
が
、
意
外
な
ほ
ど
短
く
し
か
し
自
由
に
舞
う
と
い
う
こ
の
能
の
形
式
を
ご

く
自
然
に
諾
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
（
注
四
十
六
）
と
述
べ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
桶
谷
秀
昭
の
「
蓬
莱
曲
」
論
も
、
「
蓬
莱
由
と
い
う
場
面
設
定

に
は
古
く
か
ら
の
伝
統
的
な
イ
メ
イ
ジ
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。
海
上
の
霊
山
、

不
老
不
死
の
仙
界
で
あ
っ
て
、
透
谷
が
こ
の
劇
詩
を
作
る
の
に
参
照
し
、
そ
の

部
分
的
イ
メ
イ
ジ
を
二
十
し
た
白
楽
天
『
長
恨
歌
』
や
謡
曲
『
楊
貴
妃
』
に
も
、

そ
れ
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
」
（
注
四
十
七
）
と
論
じ
て
い
る
。
以
下
に
お
い
て

「
蓬
莱
曲
」
と
謡
曲
、
特
に
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
と
素
材
に
し
た
「
皇
帝
」

を
中
心
と
し
て
検
討
し
た
い
。

　
日
本
の
古
典
芸
能
で
あ
る
能
に
は
、
中
国
題
材
の
曲
が
多
く
見
ら
れ
る
。
揚
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貴
妃
の
物
語
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
「
楊
貴
妃
」
と
「
皇
帝
」
の
二
曲
が
あ

る
。　

能
「
楊
貴
妃
」
は
中
国
を
舞
台
に
し
た
蔓
物
で
、
『
能
楽
源
流
考
』
の
「
室
町

時
代
演
能
曲
目
資
料
集
成
」
で
見
る
と
、
二
三
回
の
上
演
が
知
ら
れ
て
い
る
（
注

四
十
人
）
。
一
場
も
の
の
現
在
能
で
あ
り
、
梗
概
は
方
士
（
ワ
キ
）
が
玄
宗
皇
帝

の
命
に
よ
り
、
楊
貴
妃
の
魂
魂
を
訪
ね
る
た
め
に
、
蓬
莱
宮
に
行
き
、
美
し
く

寂
し
げ
な
楊
貴
妃
（
シ
テ
）
に
対
面
す
る
。
そ
し
て
方
士
の
求
め
に
応
じ
て
楊

貴
妃
が
形
見
の
銀
を
与
え
、
楊
貴
妃
に
会
っ
た
証
拠
と
し
て
玄
宗
と
の
誓
い
の

言
葉
を
方
士
に
教
え
る
。
ま
た
方
士
の
求
め
に
応
じ
て
華
麗
な
電
裳
羽
衣
舞
を

舞
う
が
、
や
が
て
方
士
は
帰
り
、
楊
貴
妃
は
涙
に
沈
む
。
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」

に
は
方
士
が
蓬
莱
宮
を
訪
ね
る
段
が
あ
る
。
「
楊
貴
妃
」
の
内
容
は
そ
れ
と
だ
い

た
い
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
詞
章
の
中
に
は
「
長
恨
歌
」
の
詩
句
も
し
ば
し

ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
を
愛
好
す
る
透
谷
（
佐
藤
善
也

に
よ
れ
ば
、
全
文
の
書
写
も
現
存
す
る
ら
し
い
）
が
謡
曲
「
楊
貴
妃
」
に
注
目

し
な
い
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
楊
貴
妃
」
の
登
場
人
物
は
三
人
に
限

ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
「
皇
帝
」
の
ほ
う
は
鐘
滋
伝
説
（
注
四
十
九
）
を
主
題
に
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
長
恨
歌
の
詩
句
を
巧
に
織
り
混
ぜ
て
玄
宗
と
謎
解
妃
の
事
情
を
も
手

際
よ
く
纏
め
た
、
独
創
性
に
富
む
謡
曲
で
あ
る
。
「
わ
が
邦
固
有
の
戯
曲
の
躰
を

破
っ
て
撹
に
薪
奇
を
街
は
ん
」
（
注
五
十
）
と
す
る
透
谷
に
と
っ
て
は
「
揚
貴
妃
」

よ
り
「
皇
帝
」
の
ほ
う
が
手
本
と
し
て
適
当
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
「
皇
帝
」
の
主
要
登
場
人
物
を
「
蓬
莱
曲
」
と
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、

前
ジ
テ
　
　
老
翁

↓
　
鶴
翁

後
ジ
テ

子
方

後
ツ
レ

ワ
キ

ワ
キ
ツ
レ

塗
屋

楊
貴
妃

病
鬼

玄
宗
皇
帝

廷
臣

↓↓↓↓↓

大
魔
王
（
最
初
の
登
場
時
）

仙
姫
（
露
姫
）

鬼
王
若
干
、
小
鬼
若
干
、

柳
田
素
雄

勝
山
清
兵
衛

　
平
岡
敏
夫
（
注
五
十
一
）
、
関
良
一
（
五
十
二
）
と
松
田
存
（
注
五
十
三
）
は
、

仙
姫
と
素
雄
の
蓬
莱
原
で
の
場
面
を
謡
曲
「
楊
貴
妃
」
と
関
連
づ
け
て
い
る
。

本
論
で
は
、
「
楊
貴
妃
」
に
登
場
し
て
い
な
い
老
翁
（
前
ジ
テ
）
、
鐘
滋
（
後
ジ

テ
）
、
病
鬼
（
後
ッ
レ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
「
蓬
莱
曲
」
の
中
の
多
士
、
大
魔
王
、
鬼

王
若
干
及
び
小
鬼
若
干
と
比
較
し
な
が
ら
、
検
討
し
た
い
。

　
「
皇
帝
」
で
は
、
老
翁
（
前
ジ
テ
）
が
玄
宗
皇
帝
（
ワ
キ
）
の
前
に
現
れ
、

鐘
磁
の
幽
霊
だ
と
名
乗
り
、
旧
恩
に
報
い
る
た
め
楊
貴
妃
（
子
方
）
の
病
を
平

癒
さ
せ
る
た
め
に
、
明
皇
鏡
を
枕
頭
に
立
て
置
く
べ
き
こ
と
を
直
奏
し
て
姿
を

消
す
。
や
が
て
鐘
楢
の
精
霊
（
後
ジ
テ
）
が
登
場
し
病
鬼
を
退
治
す
る
と
い
う

場
面
が
あ
る
（
注
五
十
四
）
。
老
翁
（
前
ジ
テ
）
と
鐘
燈
の
精
霊
（
後
ジ
テ
）
の

関
係
は
「
蓬
莱
曲
」
の
中
の
鶴
翁
と
大
魔
王
の
前
後
の
登
場
に
影
響
が
あ
る
か

と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
「
「
蓬
莱
曲
」
で
の
鶴
翁
と
大
魔
王
が
人
生
に
飽
き
た
門

田
素
雄
に
道
理
を
言
い
聞
か
せ
る
口
調
は
老
翁
と
鐘
楢
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
鶴
翁
と
柳
田
素
雄
の
対
話
の
場
面
を
見
て
み
る
と
、
「
満
ち
足
ら
は
ぬ

が
ち
な
る
」
「
お
の
れ
」
（
注
五
十
五
）
を
す
て
よ
う
と
す
る
素
雄
の
不
満
に
対

し
て
、
鶴
翁
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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こ
れ
、
こ
れ
若
き
旅
人
、
そ
の
、
お
の
れ
て
ふ
も

の
を
御
す
る
こ
と
を
難
ん
ず
る
も
是
非
な
け
れ
。

わ
が
道
の
術
と
は
そ
こ
ぞ
そ
こ
ぞ
、

そ
の
お
の
れ
て
ふ
も
の
は
自
儘
者
、
そ
の
お
の
れ

て
ふ
も
の
は
法
則
不
案
内
、
そ
の
お
の
れ
て
ふ
も

の
は
前
港
見
、
聞
け
よ
か
し
、

わ
が
道
術
は
外
な
ら
す
、
自
然
に
逆
は
ぬ
を
基

と
な
す
の
み
。
（
注
五
十
六
）

蓬
莱
原
で
出
会
っ
た
鶴
翁
は
「
お
の
れ
」
と
い
う
自
儘
者
、

不
見
を
御
す
る
の
は
「
自
然
に
逆
は
ぬ
を
基
と
な
す
の
み
」

の
よ
う
に
述
べ
る
。

そ
の
お
の
れ
て
ふ
自
儘
者
は
種
々
の
趣
好
あ
る
も

の
よ
、
石
塊
を
拝
む
も
彼
な
り
、
酒
に
沈
む
も
彼

な
り
、
佳
人
に
楽
し
む
も
彼
な
り
、
墨
に
現
ず
る

山
水
に
酔
ふ
も
彼
な
り
、
嚢
と
同
に
書
庫
に
眠
る

も
彼
な
り
、
無
邪
気
の
お
の
れ
か
な
、
是
は
わ
が

道
術
に
て
済
度
し
つ
る
も
の
ど
も
な
れ
ば
な
る
。

世
に
は
ま
た
く
さ
ハ
＼
の
苦
し
み
あ
れ
ば
、
わ
れ

は
「
望
」
て
ふ
も
の
を
わ
が
術
に
て
世
の
人
の
懐
裡

に
投
げ
入
れ
、
な
や
み
恨
め
る
も
の
｝
沁
め
し
頬

に
血
の
色
を
顕
は
し
、
ま
た
わ
が
術
に
て
世
の
、

見
え
ず
し
て
権
勢
つ
よ
き
も
の
｝
繋
縛
を
ほ
ど
く

法
則
不
案
内
、
向

と
し
、
続
け
て
次

「
自
由
」
て
ふ
も
の
を
憤
り
慨
け
る
も
の
玉
手
に
渡

し
、
嬉
し
み
の
弊
を
高
く
掌
げ
し
む
る
。
斯
く
し

て
佛
と
な
ら
ぬ
も
の
は
な
し
、
（
注
五
十
七
）

「
お
の
れ
」
の
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
の
自
然
の
傾
向
を
引
き
出
し
て
、
各
自
が
「
自

由
」
に
、
「
望
み
」
を
持
っ
て
生
き
て
行
け
ば
よ
い
と
い
う
「
道
術
」
を
柳
田
素

雄
に
教
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
三
場
に
登
場
す
る
大
魔
王
も
「
世

を
憤
り
、
世
を
笑
ひ
、
世
を
罵
り
、
世
を
去
り
、
恋
人
を
捨
て
、
な
ほ
足
ら
ず

し
て
己
れ
の
滅
を
欲
ふ
」
（
注
五
十
八
）
素
雄
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
現
世
の

通
俗
的
な
生
の
姿
を
歌
う
。

お
か
し
や
な
、
お
か
し
や
な
、

王
侯
貴
族
は
、
珍
宝
権
威
を
得
れ
ば
、

勇
み
喜
び
て
世
を
此
上
な
き
者
と
思
ふ
、

商
信
は
黄
金
の
光
の
輝
々
を
見
れ
ば
、

苦
も
な
く
疾
も
な
く
笑
ひ
興
し
て
世
を
渡
る
、

農
家
は
秋
の
穂
拉
の
美
く
し
き
を
見
ば

濁
酒
三
杯
の
楽
し
さ
忘
れ
ず
と
言
へ
り
、

少
女
は
賎
の
夜
業
の
小
唄
の
か
た
は
ら
に

　
　
　
　
懸
の
さ
ふ
や
き
闘
く
こ
と
を

ま
た
な
き
憂
晴
し
と
思
ふ
な
る
、

少
年
は
目
元
涼
し
き
を
と
め
の
肩
に

　
　
　
　
碕
り
つ
墨
胸
の
．
動
揺
め
く
を
、

天
が
下
に
唯
一
の
極
楽
と
思
ふ
な
る
、
（
注
五
十
九
）
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巡
廻
と
大
魔
王
の
登
場
は
場
所
は
違
う
が
、
「
お
の
れ
」
を
捨
て
よ
う
と
し
て

い
る
素
雄
に
対
す
る
彼
ら
の
説
得
口
調
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
と
言
え
る
。
残
念

な
が
ら
彼
ら
の
言
い
聞
か
せ
ば
結
局
、
現
実
肯
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
、
精

神
の
自
由
を
求
め
る
素
雄
を
満
足
さ
せ
な
い
。

　
「
皇
帝
」
・
で
は
老
翁
が
鐘
撞
の
幽
霊
だ
と
名
乗
り
、
旧
恩
に
報
い
る
理
由
な

ど
を
述
べ
た
後
、
姿
を
消
す
。
や
が
て
雲
が
た
だ
よ
い
あ
た
り
が
暗
く
な
っ
て

風
も
す
さ
ま
じ
く
吹
く
と
、
不
思
議
や
鏡
の
内
に
鬼
神
（
後
ッ
レ
）
の
姿
が
う

つ
っ
た
の
で
、
玄
宗
が
き
り
つ
け
る
と
、
柱
に
隠
れ
て
消
え
う
せ
る
。
そ
こ
へ

鐘
滋
の
精
霊
（
後
ジ
テ
）
が
現
れ
、
病
訴
を
ず
た
ず
た
に
き
り
す
て
、
こ
れ
で

楊
貴
妃
の
御
病
気
は
た
だ
ち
に
平
癒
致
し
ま
し
よ
う
、
な
お
わ
が
君
の
徳
を
仰

ぎ
、
守
護
神
と
な
り
ま
し
ょ
う
と
、
玄
宗
を
拝
し
て
消
え
去
る
。
一
方
、
鐘
植

伝
説
に
は
鐘
撹
が
ど
の
よ
う
に
病
鬼
を
退
治
す
る
か
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
い

描
写
が
あ
り
、
「
小
鬼
が
現
れ
、
β
ご
ろ
玄
宗
が
大
切
に
し
て
い
る
香
嚢
を
盗
ん

だ
り
、
玉
笛
を
吹
い
て
騒
い
で
は
玄
宗
を
ひ
ど
く
悩
ま
し
、
た
衷
ら
ず
玄
宗
が

大
声
で
臣
下
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
、
破
帽
を
頂
き
藍
砲
を
差
し
、
角
帯
を
つ
け
、
靴

を
は
い
た
巨
眼
薫
製
の
大
鬼
が
現
れ
、
玄
宗
を
悩
ま
す
小
鬼
を
と
ら
え
、
指
で

目
を
え
ぐ
り
食
べ
て
殺
し
た
」
（
注
六
十
）
と
さ
れ
る
。
騒
い
で
い
る
小
鬼
が
現

れ
た
後
、
破
帽
を
頂
き
藍
抱
を
差
し
、
角
帯
を
つ
け
、
靴
を
は
い
た
巨
眼
多
髪

の
大
鬼
が
現
れ
る
と
い
う
場
面
は
「
蓬
莱
曲
」
の
小
鬼
た
ち
、
尊
王
た
ち
が
賑

や
か
に
話
し
た
り
騒
い
だ
り
し
た
後
、
大
魔
王
が
登
場
す
る
場
面
を
連
想
さ
せ

な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
て
も
鐘
埴
伝
説
の
中
の
小
鬼
と
大
鬼
の
登
場
は
透
谷

に
は
何
か
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
透
谷
が
ど
の
文
献
に

よ
っ
た
の
か
は
今
後
の
調
査
に
期
し
た
い
。

五
、
終
わ
り
に

　
愛
人
が
仙
女
に
な
っ
た
後
、
過
去
の
こ
と
を
忘
れ
、
元
の
彼
さ
え
も
知
ら
な

い
と
い
う
「
蓬
莱
曲
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
の
恋
愛
よ
り

も
悲
惨
で
あ
る
。
そ
の
点
に
、
伯
楽
天
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
満
足
で
き
な
か
っ
た

透
谷
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

　
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
を
好
む
透
蚕
が
「
蓬
莱
曲
」
を
書
く
際
、
「
長
恨
歌
」

を
素
材
と
し
た
謡
曲
「
上
髭
妃
」
と
「
皇
帝
」
を
見
逃
す
こ
と
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。
特
に
、
「
皇
帝
」
に
登
場
す
る
前
ジ
テ
ー
老
翁
、
後
ジ
テ
ー
養
老
、
後

ツ
レ
ー
病
母
を
『
蓬
莱
曲
』
の
中
の
鶴
翁
、
大
魔
王
、
鬼
王
若
干
及
び
小
鬼
若

干
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
鶴
翁
、
大
魔
王
、
鬼
王
若
干
及
び
小
鬼
若
干
の
台

詞
や
設
定
は
、
「
皇
帝
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
注
」

一、

w
日
本
近
代
文
学
大
系
　
九
』
角
川
書
店
　
昭
和
四
十
七
年
八
月
　
六
十
八

　
頁
、
八
十
一
頁
、
九
十
二
頁

二
、
明
治
二
年
の
版
籍
奉
還
に
際
し
、
大
名
諸
侯
・
公
卿
を
華
族
、
藩
士
・
宮

　
侍
・
公
卿
侍
・
寺
侍
・
神
官
・
旧
幕
臣
を
士
族
、
そ
の
他
を
平
民
と
称
し
た
。

三
、
「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
」
（
一
八
八
七
年
八
月
十
八
日
）
『
透
谷
全
集
』
第
三
巻

　
岩
波
書
店
　
一
九
五
五
年
九
月
　
｝
六
二
頁

四
、
桜
井
明
石
「
透
谷
子
を
追
懐
す
」
（
「
明
治
文
学
研
究
」
昭
和
九
年
四
、
六

　
月
）
『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
　
北
村
脂
気
』
有
精
堂
　
昭
和
四
十
七
年
一

　
月
　
二
九
一
頁

五
、
関
良
一
「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」
『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
二
十
四
巻
　
一

　
九
五
八
年
六
月
四
十
一
頁
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六
、
「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
」
（
一
八
入
七
年
八
月
十
入
目
）
『
透
谷
全
集
』
第
三
巻

　
岩
波
書
店
　
一
九
五
五
年
九
月
　
一
六
二
頁

七
、
同
上
　
一
六
六
頁

八
、
「
透
蜀
江
の
一
節
」
『
平
谷
全
集
』
第
一
巻
附
録
　
岩
波
書
店
　
一
九
五
〇

　
年
七
月
　
六
頁

九
、
「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
」
（
一
入
八
七
年
八
月
十
入
日
）
『
透
谷
全
集
』
第
三
巻

　
岩
波
書
店
　
昭
和
三
十
年
九
月
　
一
六
七
頁

十
、
「
三
β
幻
鏡
」
『
透
谷
全
集
』
第
一
巻
　
岩
波
書
店
　
昭
和
二
十
五
年
七
月

　
三
八
九
頁

十
一
、
色
州
大
吉
『
北
村
透
谷
』
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
九
四
年
四
月
　
九

　
十
頁

十
二
、
同
上
　
八
十
八
頁

十
三
、
北
村
美
那
子
談
「
『
春
』
と
透
谷
」
『
透
谷
全
集
』
第
三
巻
附
録
　
岩
波

　
書
店
　
昭
和
三
十
年
九
月
　
八
頁

十
四
、
北
村
透
谷
未
亡
人
談
「
国
府
津
時
代
と
公
園
生
活
」
（
「
新
天
地
」
明
治

　
四
十
一
年
十
月
）
『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
』
有
精
堂
　
昭
和
四
十
七
年
一

　
月
　
二
八
二
頁

十
五
、
『
大
矢
正
夫
自
着
工
』
色
川
大
吉
編
　
大
和
書
房
　
一
九
七
九
年
三
月

　
二
十
一
頁

十
六
、
同
上
　
四
十
八
頁

十
七
、
『
透
谷
全
集
』
第
三
巻
　
　
一
二
五
頁

十
八
、
関
良
一
「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」
『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
二
十
四
巻

　
一
九
五
八
年
六
月
　
四
十
三
頁

十
九
、
同
上
　
四
十
五
頁

二
十
、
「
透
谷
子
漫
録
摘
集
」
『
遠
谷
全
集
』
第
三
巻
　
二
四
九
頁

二
十
一
、
『
日
本
近
代
文
学
大
系
　
九
』
七
十
頁

二
十
二
、
同
上

二
十
三
、
桶
谷
秀
昭
『
北
村
透
谷
－
近
代
日
本
詩
人
選
1
』
筑
摩
書
房
　
一
九

　
八
一
年
十
一
月
　
一
＝
一
頁

二
十
四
、
『
日
本
近
代
文
学
大
系
　
九
』
九
十
四
頁

二
十
五
、
「
長
恨
歌
」
と
「
琵
琶
行
」
の
引
用
は
す
べ
て
『
中
国
詩
人
選
集
』
第

　
十
三
巻
（
岩
波
書
店
　
一
九
五
八
年
七
月
〉
に
よ
る
。

二
十
六
、
『
日
本
近
代
文
学
大
系
　
九
』
九
十
四
頁

二
十
七
、
同
上

二
十
八
、
同
上
　
九
十
八
頁

二
十
九
、
同
上
　
一
〇
三
頁

三
十
、
同
上
　
一
二
一
頁

三
十
一
、
同
上
　
一
三
〇
頁

三
十
二
、
こ
の
一
節
に
つ
い
て
、
関
良
一
は
「
連
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
」
と

　
指
摘
し
て
い
る
。
（
「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」
『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
二
十

　
四
巻
　
一
九
五
八
年
六
月
　
四
十
九
頁
）

三
十
三
、
『
日
本
近
代
文
学
大
系
　
九
』
七
十
頁

三
十
四
、
「
透
谷
子
漫
録
摘
集
」
『
透
谷
全
集
』
第
三
巻
　
二
四
五
一
二
四
九
頁

三
十
五
、
笹
淵
友
一
『
「
文
學
界
」
と
そ
の
時
代
』
明
治
書
院
　
巨
霊
三
十
四
年

　
一
月
　
三
三
二
頁

三
十
六
、
『
伊
勢
物
語
』
に
「
狩
の
使
」
と
い
う
話
が
あ
る
。
昔
、
男
が
い
た
。

　
そ
の
男
は
伊
勢
の
国
に
、
狩
の
使
い
と
し
て
行
っ
た
。
そ
の
伊
勢
の
斎
宮
だ

　
つ
た
入
の
親
が
、
「
い
つ
も
の
勅
使
よ
り
は
、
こ
の
人
に
丁
重
に
お
も
て
な
し
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し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
あ
っ
た
の
で
、
女
は
親
の
言
い
つ
け
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
手
厚
く
も
て
な
し
た
の
だ
っ
た
。
二
日
目
の
夜
、
男
は
、
心
が
惑
乱

　
し
て
「
今
夜
ど
う
し
て
も
逢
い
た
い
」
と
言
う
。
女
も
勿
論
、
決
し
て
逢
い

た
く
な
い
と
は
思
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
人
目
が
多
い
の
で
逢
う

　
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
こ
の
男
は
使
者
の
中
で
も
中
心
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た

　
の
で
、
そ
ん
な
に
遠
い
揚
所
に
泊
め
る
事
が
で
き
な
い
。
女
の
寝
所
の
近
く

に
あ
っ
た
の
で
、
女
は
人
が
寝
静
ま
る
を
待
っ
て
、
午
後
十
一
時
頃
に
男
の

も
と
に
来
た
の
だ
っ
た
。
男
は
悶
々
と
し
て
寝
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
外
の

方
を
見
な
が
ら
横
に
な
っ
て
寝
て
い
る
と
、
月
光
の
お
ぼ
ろ
げ
な
中
に
小
さ

な
女
の
子
を
先
に
立
て
て
、
人
が
立
っ
て
い
る
姿
が
見
え
た
の
だ
っ
た
。
男

　
は
と
て
も
嬉
し
く
て
自
分
の
寝
所
に
連
れ
て
入
り
、
午
前
二
時
頃
ま
で
一
緒

　
に
い
た
溺
、
女
は
ま
だ
何
も
話
を
し
な
い
う
ち
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
男
は

狩
り
に
出
か
け
た
。
野
の
中
に
は
居
た
け
れ
ど
心
は
空
っ
ぽ
で
、
今
夜
人
が

寝
静
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
逢
お
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
伊
勢
の
国
守
で
、
斎

宮
寮
の
長
官
で
も
あ
る
人
が
、
狩
り
の
使
い
が
来
て
い
る
と
聞
い
て
、
そ
の

　
夜
は
一
晩
中
途
を
飲
み
明
か
し
た
の
で
、
全
く
逢
う
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

　
夜
が
明
け
れ
ば
尾
張
の
国
へ
出
発
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
男
の
方

　
も
秘
か
に
血
の
涙
を
流
し
た
。
と
う
と
う
二
入
き
り
で
は
逢
え
な
か
っ
た
。

　
「
大
棘
宮
に
て
某
女
と
或
男
の
愛
せ
し
こ
と
」
と
は
こ
の
物
語
を
指
し
て
い

　
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
十
二
』
小
学
館
　
　
一
九

　
九
四
年
十
二
月
　
一
七
四
頁
）

三
十
七
、
玄
宗
皇
帝
は
死
ん
だ
楊
貴
妃
を
懐
か
し
く
て
た
ま
ら
な
い
が
、
道
士

　
は
皇
帝
の
心
に
感
動
し
、
部
下
の
修
験
者
に
言
い
つ
け
て
、
そ
の
魂
塊
の
行

　
方
を
丁
寧
に
探
さ
せ
た
結
果
、
仙
山
の
蓬
莱
宮
に
彼
女
を
見
つ
け
た
。
楊
貴

　
妃
も
皇
帝
の
こ
と
を
恋
し
く
思
い
、
部
下
の
修
験
者
に
思
い
出
の
品
を
差
し

　
上
げ
て
彼
女
の
心
の
切
な
き
を
見
せ
た
。
最
後
、
思
い
出
の
晶
は
半
分
を
皇

　
帝
に
渡
し
、
半
分
を
自
分
の
手
元
に
と
ど
め
た
。
二
人
が
天
上
と
人
間
、
二

　
つ
の
世
界
に
分
か
れ
て
も
、
き
っ
と
、
合
う
日
が
あ
る
と
楊
貴
妃
が
祈
っ
て

　
い
る
。

三
十
八
、
由
中
に
住
む
仙
姫
と
い
う
点
で
は
、
透
谷
が
『
処
女
の
純
潔
を
論
ず
』

　
に
詳
論
し
て
い
る
『
八
犬
伝
』
の
定
盤
が
も
っ
と
も
似
て
い
る
と
い
う
関
良

　
一
の
意
見
が
あ
る
（
「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」
『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
二

　
十
四
巻
一
九
五
八
年
六
月
　
四
十
九
頁
）
。
馬
琴
は
若
い
と
き
か
ら
『
水
干
伝
』

　
『
三
国
演
義
』
な
ど
中
国
の
白
話
小
説
を
好
ん
で
読
ん
だ
。
彼
は
中
国
の
小

　
説
か
ら
深
い
影
響
を
受
け
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
『
中
国
文
学
の
比
較
文
学

　
的
研
究
』
汲
古
書
院
　
昭
和
六
十
一
年
三
月
　
四
五
八
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、

　
『
八
犬
伝
』
の
中
の
伏
姫
（
義
実
の
娘
。
八
房
と
と
も
に
富
山
へ
入
り
、
死

　
後
は
神
霊
と
な
っ
て
八
角
士
と
里
見
家
を
守
る
。
）
は
死
後
、
神
霊
と
な
る
設

　
定
は
中
国
古
典
文
学
と
離
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

三
十
九
、
『
血
汐
全
集
』
第
三
巻
　
岩
波
書
店
　
昭
和
三
十
年
九
月
　
二
四
三
頁

四
十
、
『
透
谷
全
集
』
第
三
巻
　
岩
波
書
店
　
昭
和
三
十
年
九
月
　
二
六
〇
頁

四
十
一
、
『
近
代
文
学
と
能
楽
』
朝
文
社
　
一
九
九
一
年
五
月
　
二
十
六
頁

四
十
二
、
『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
明
治
二
十
五
年
七
月

四
十
三
、
『
国
民
三
友
』
明
治
二
十
五
年
十
月

四
十
四
、
笹
淵
友
一
『
「
文
學
界
」
と
そ
の
時
代
』
明
治
書
院
　
昭
勅
三
十
四
年

　
　
一
月
　
三
三
五
頁

四
十
五
、
関
良
一
「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」
『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
二
十
四

　
巻
　
一
九
五
八
年
六
月
五
十
一
頁
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四
十
六
、
橋
詰
静
子
『
透
谷
詩
考
』
国
文
社
　
昭
和
六
十
一
年
十
月
　
一
〇
五

　
頁

四
十
七
、
桶
谷
秀
昭
『
北
村
長
谷
一
近
代
日
本
詩
入
選
1
』
筑
摩
書
房
　
一
九

　
八
一
年
十
一
月
　
一
一
二
頁

四
十
八
、
王
冬
蘭
『
能
に
お
け
る
「
中
国
」
』
東
方
書
店
　
二
〇
〇
五
年
一
月
　
八

　
十
九
頁

四
十
九
、
言
容
は
中
国
の
疫
病
よ
け
の
守
り
神
で
あ
る
。
唐
の
開
元
年
中
（
七

　
＝
二
一
七
四
一
）
、
玄
宗
皇
帝
は
癖
を
患
っ
て
悪
夢
を
見
た
。
そ
の
悪
夢
と
は

　
一
小
鬼
が
現
れ
、
日
ご
ろ
玄
宗
ぶ
大
切
に
し
て
い
る
香
嚢
を
盗
ん
だ
り
、

　
玉
笛
を
吹
い
て
騒
い
で
は
玄
宗
を
ひ
ど
く
悩
ま
し
、
た
ま
ら
ず
玄
宗
が
大
声

　
で
臣
下
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
、
破
帽
を
頂
き
藍
炮
を
差
し
、
角
帯
を
つ
け
、
靴
を

　
は
い
た
巨
眼
多
言
の
大
鬼
が
現
れ
、
玄
宗
を
悩
ま
す
小
鬼
を
と
ら
え
、
指
で

　
目
を
え
ぐ
り
食
べ
て
殺
し
た
。
玄
宗
が
そ
の
大
鬼
に
問
え
ば
、
大
鬼
は
終
南

　
山
の
進
士
鐘
楢
と
い
う
者
だ
と
名
乗
っ
て
答
え
た
。
か
つ
て
科
挙
（
官
吏
任

　
用
の
試
験
）
に
応
じ
て
落
第
し
、
こ
れ
を
痛
憤
し
て
自
殺
し
た
が
、
こ
の
こ

　
と
を
知
っ
た
玄
宗
が
死
後
鐘
植
を
手
厚
く
葬
り
、
及
第
の
扱
い
を
し
て
や
つ

　
た
の
に
感
じ
、
以
後
鐘
楢
は
天
下
治
世
の
た
め
に
悪
鬼
を
退
治
す
る
誓
い
を

　
立
て
た
と
申
し
述
べ
て
去
る
一
と
、
夢
か
ら
さ
め
る
や
玄
宗
の
病
気
は
す
っ

　
か
り
回
復
し
て
い
た
。
（
『
目
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』
角
川
書
店
　
昭
和
六
十

　
年
十
月
　
四
五
八
頁
）
。
中
国
の
古
い
出
典
と
し
て
は
、
北
宋
の
沈
括
の
『
夢

　
渓
補
筆
談
』
巻
三
の
「
雑
誌
」
に
同
様
の
物
語
が
見
え
る
（
三
乗
『
中
国
神

　
話
伝
説
大
事
典
』
大
修
館
　
一
九
九
四
年
四
月
　
三
二
ニ
ー
三
二
一
二
頁
参
照
）
。

　
日
本
の
出
典
例
と
し
て
は
、
松
浦
静
山
『
甲
子
夜
話
』
三
十
七
巻
に
同
様
な

　
物
語
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
『
甲
子
夜
話
』
続
編
三
　
平
凡
社
　
一
九
八
○
年

　
一
月
　
一
七
八
f
一
八
二
頁
）
。
た
だ
し
、
謡
曲
「
皇
帝
」
に
は
登
場
し
な
い

　
大
鬼
と
小
鬼
が
『
甲
子
夜
話
』
中
の
物
語
に
は
登
場
し
て
い
る
。
謡
曲
「
鐘

　
楢
」
で
は
悪
鬼
、
鬼
王
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。

五
十
、
『
日
本
近
代
文
学
大
系
　
九
』
六
十
八
頁

五
十
一
、
「
死
ん
だ
露
姫
は
仙
姫
と
な
っ
て
蓬
莱
原
か
ら
素
雄
を
呼
ん
で
い
た
」

　
部
分
に
つ
い
て
は
、
「
謡
曲
「
楊
貴
妃
」
で
、
玄
皇
帝
に
仕
え
る
力
士
が
楊
貴

　
妃
の
魂
魂
の
あ
り
か
を
た
ず
ね
て
蓬
莱
の
国
に
至
る
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
す

　
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
白
楽
天
「
長
恨
歌
」
の
一
節
を
想
起
す
る
こ
と
も
で

　
き
る
だ
ろ
う
。
」
（
「
『
蓬
莱
曲
』
の
問
題
1
あ
る
読
み
の
こ
こ
ろ
み
」
『
日
本
文

　
学
』
第
三
十
二
巻
第
十
一
号
　
一
九
八
三
年
十
一
月
　
九
頁
）

五
十
二
、
「
素
雄
が
ワ
キ
僧
、
仙
姫
が
前
ジ
テ
、
露
姫
が
後
ジ
テ
の
よ
う
に
も
受

　
け
と
ら
れ
る
し
、
物
狂
物
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
北
村
透
字
と
掬
漢
文
学
」
『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
二
十
四
巻
一
九
五
八
年

五
十
三
、
「
楊
貴
妃
の
魂
醜
を
求
め
て
蓬
莱
の
仙
宮
に
赴
く
謡
曲
「
楊
貴
妃
」
の

　
方
士
（
ワ
キ
）
を
思
わ
せ
る
し
、
仙
姫
は
露
姫
の
霊
の
化
身
と
も
と
れ
よ
う
」

　
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
『
近
代
文
学
と
能
楽
』
三
十
七
頁
）

五
十
四
、
『
薪
潮
月
本
古
典
集
成
　
謡
曲
集
中
』
新
潮
社
　
昭
和
六
十
＝
二
月

　
七
十
二
頁

五
十
五
、
『
日
本
近
代
文
学
大
系
　
九
』
一
〇
六
頁

五
十
六
、
同
上
　
一
〇
六
頁

五
十
七
、
同
上
　
一
〇
七
頁

五
十
八
、
同
上
　
一
四
五
頁

五
十
九
、
同
上

六
十
、
『
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』
角
川
書
店
　
昭
和
六
十
年
十
月
　
四
五
八
頁
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